
古典文学における地殻変動
一主 として古事記 , 日本書紀 の場合-

1. はじめに

洋の東西を問わず,古典の部類に属する書物の

記録には,それが詩歌 (含叙情詩,叙事詩)を含

む文学,歴史,地理,神話,宗教などのいずれに

かかわらず,記述された時代,あるいは,その時

代以前の自然環境そのものや,自然現象,例えば

火山活動や地震および津波などと考えられる記述

箇所を散見することができる｡

日本最古の歌集である万葉集の巻三には,『国

之三中従 出立有 不義能高嶺者 天雲毛 伊去

波伐加利 飛鳥母 糊毛不上 燈火乎 雪以滅

落雪乎 火用消通都･-』と富士の噴火が うたわ

れ,また豊後国風土記には,『戊寅年大有地震

山繭裂崩 此山一峡崩落 憧湯泉 庭々而出 湯

気焼熱 炊飯早熟-』とある｡これなどは,おそ

らく火山性の地震を引き金として生起した温泉湧

出の状況描写とみることができぬだろうか｡

他方,BC8世紀の頃,ホメ-ロスは,その著

『イーリアス』の24巻の中で,エーゲ海北部のレ

ムノス島の噴火について,｢サモスの島やイソブ
ロスや煙にこもるレムノス島-と-｣記述 し,

BC5世紀の後半,アテネの歴史家ツキジデスは,

その著 『戦史 (ペロボネソス戦争)』第 3巻の中

で,20世紀の現代においても時折活発な火山活動

をおこなうシチリア島ニ トナ火山の噴火につい

て,｢ニ トナ山から燃える溶岩が噴出流下 した｡
そのため,ニ トナの山麓に住むカタネ一人の領土

の一部が潰威した｡- (途中略)- ギリシャ

人がシチリアに植民してから,かくの如き噴火は

前後 3回生じた｡｣としている｡

また世界的古典の一つでもある旧約 ･新約聖書

の中にも,地殻変動にもとづく地表現象かと思え

る記述箇所をUSAケニヨン大学教授デニス ･ベ
イリー氏は,同氏の著書 『聖書の歴史地理』の中

で,例えば,民数記16章30-31節の ｢地が口を開

いて彼らとその家族,ならびにコラに属するすべ

ての人々と,すべての所有物をのみつ くした｡｣

瀧 野 賓

や列王紀上19章11節 ｢地震の中には主はおられな

かった｡｣等の箇所のほか,新約聖書のマルコ15

章38節 ｢神殿の幕が上から下まで裂けた｣こと

を,マタイは地震にその原因を求めているとし

て,同氏はマタイ27章51節の箇所をとりあげてい

る｡そして,それら現象の地質学的,地震学的-

論拠として,神殿地区が構造上弱い線の上にある

ことを指摘し,現在そこに立っている回教の寺院

が歴史上,地震で一度ならず少なくとも747年と

1033年,1060年に損害をこうむり,修復の記録か

らも知られるとしている｡このほか聖書とかかわ

りの深い地域,シリアやアラビヤ等における火山

活動に論及し,聖書に記載された現象と地殻変動

との関連性を示唆している｡

ところで我国における古典,およびこれをつ

くった日本民族創成の基盤である自然,つまり日

本列島の地殻構成を巨視的に一一暫し,本小論理解

の為の一助としたい｡

日本列島は太平洋プレート及びフィリピン海プ

レートとユーラシアプレートの接合する部分,す

なわち沈み込み型の典型的なせばまる変動帯に位

置している｡かつて,海底の部分において形成さ

れた低角巨大逆断層と,それによる隆起部が,西

日本では九州山地,四国山地,東日本では奥羽,

北上等の山地として現在,我々の眼前に姿を横た

えている｡つまり逆断層を伴った摺曲山地である｡

またプレートの接合部分にできた歪みとしての

摺曲山地の内側,すなわち弱線部に沿 うかたち

で,火山や火山活動に伴う温泉の分布がほぼ規則

的にみられる｡ ここでは構造性および火山性の地

蛋,それらによる断層,火山活動による隆起や陥

漢,さらに温泉作用による風化の促進,そして浸

食や崩壊,堆積作用等が安定地域に比較するに殊

の他いちじるしい｡とくに日本の摺曲山地では,

地震や火山活動による小刻みな破砕帯が多く,火

山地帯はおしなべて未固結の岩石が山地,台地,

扇状地等を形成する場合が多い｡

したがって地殻変動の影響を受け易い構造線上

にある地域や,活火山の周辺の諸地域に生活圏を
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有していた古代の人々による古典文学の中には,

地殻変動に伴う地震,火山の噴火,溶岩の噴出と

その溢流は言うに及ばず,地表の裂碑,地滑 りな

ど,古代に生きた人々の知識では計 り知るべくも

ない,いわゆる自然の持つエネルギーによる破壊

力と,それによる想像を絶する現象が人々の視

覚,聴覚などの感覚をとおして,言わば直接的表

現を以てリアルに記述されている箇所がある｡

さらに留意すべきは,神話に該当する部分にお

いても,それ等自然現象をして,超越者や特定人

物の行為 ･行動および心的葛藤の撃境の形態を

もって記述されていると考えられる箇所を指摘で

きることである｡

元明帝の和銅5年 (712年)にできた古事記の

場合,記述の内容が皇室中心で,皇位継承やそれ

を主とした人間関係に加うるに,国内統制につい

ての記述となっており,自然現象そのものや,対

外交渉史的な面についての具体的描写が日本書紀

に比するに極めて少ない｡しかし,それにもかか

わらず,古事記三巻のうち上巻の神話の特定部分

については,地殻変動に基づく現象として注目に

価するものがある｡かかる部分については,日本

を代表する地球物理学会の第一人者であられた寺

田寅彦先生による地球物理学的立場からの御判

断,御見解を参考にすると,地殻変動に基づくと

考えられる地表における諸現象が,神々の行為 ･

行動,あるいは心的葛藤の描写に応わしい響喰と

して,いわゆる間接的な表現の形態を以て採 りあ

げられ記述されているとも考えられる箇所と,そ

の箇所の理解が比較的に容易である｡

それに比べて,元正帝の養老4年 (720年)に編

纂された日本書紀には,地殻変動による自然現象

と考えられる箇所の記述がきわめて具体的,かつ

リアルである｡加うるに5世紀以降の自然現象発

生については,年月等の記載があり,理科年表そ

の他の諸文献と照合しながら考察するのに好都合

であった｡

本小論では考察の順序として,自然現象の状況

把握が比較的,客観的にやり易い日本書紀の考察

を先におこない,自然現象の記述が神話の領域に

偏っている古事記についての考察をその後におこ

なった｡

お茶の水地理 第31号 1990年

尚,考察上,筆者は日本最古の古典である古事

記についての考察をおこなうに際して,世界の古I
典である旧約聖書に記載されている文章中,地殻

変動によるかと思われる箇所をひきあいに出して

いる｡それは東西両古典文学のもつ共通性の一端

を把握することができればとのささやかな筆者の

考えからである｡

2. 5世紀とそれ以降における地殻変動

5世紀とそれ以降の地殻変動考察のための年表

として,東京天文台編集 (1987年版)の理科年表

を使用した｡そのうち 『日本付近の被害地震年代

表』と 『日本のおもな火山』を考察の参考とした｡

○日本書紀の中で5世紀と,それ以降にみられる

地殻変動として最初に記述されているのが,允恭

帝の5年 (416年)の地震である｡

五年秋七月丙子朔己丑,地震｡先是,命吉城襲

津彦之孫玉田宿補,主瑞歯別天皇之窺｡則普地

震夕,遣尾張連吾襲,察殖宮之消息｡時諸人悉

果無開｡

これは允恭5年 7月14日 (416年 8月23日)に

畿内地方に地震が発生し,先帝,瑞歯別帝 (反正

帝)の仮廟の安否を気遣ったものである｡

理科年表では,地震の影響のあった地域を 『河

内』としている｡これは日本の歴史に記録された

最古の地震であるが,日本では5世紀になって,

大陸文化の影響を受け文字を使用するようにな

り,地震に関する記録が為されるようになった｡

従って,それ以前の我々の祖先は文字によって地

震やそれによる被害を後世に伝える術は知らな

かったのである｡然し日本列島に人間が住みはじ

めたのは考古学の研究から,おそらく少なくとも

1万年以上も前であり,その頃から既に我々の祖

先は多くの地震を経験してきたであろうことは否

めない｡

○推古帝の7年4月27日 (599年 5月28日)には

紀内一帯に発生した地震により,多くの建築物が

倒壊,破損している｡
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七年夏四月乙未朔辛酉,地動舎屋悉破｡

理科年表によれば,地震の影響のあった地域を

『大和』とし,マグニチュード7.0と推定している｡

○天武帝の4年 (675年)の11月と同6年 (677

午)の6月に地震が起っている｡その規模,被害

の程度は不詳であるが,一応記録にとどむべき程

度のものであったと推測される｡

○天武帝の7年 (679年)12月に九州を中心に発

生したと考えられる地震と,それによる地形変化

および被害状況がかなり具体的に記録されている

箇所がある｡

是月,筑紫圃大地動之｡地裂虞二丈,長三千飴

丈｡百姓舎崖,毎村多イト壊｡是時,百姓一家有

岡上｡普干地動夕,但曾明後,知以大驚票｡

理科年表によれば,マグニチュー ド6.7と推定

されており,記録の内容からして,直下型の地震

により製綿現象が生じたと解することができよう｡

当時,筑紫の呼称は九州全域を指すのが通例で

あっただけに,記録されている場所を現在のどこ

であったか同定することはほとんど不可能に近い｡

しかし,記録から,地震により多くの村落のほと

んどが倒壊したのみでなく,地面に大きい裂碑現

象を生起せしめたと言うのであるから,震度もさ

ることながら,その被害の規模,範囲の大きさは

推して知るべLである｡

注目すべき点として,声､かる大変動の折,すな

わち大地が裂け,山体の一部 (あるいは麓の丘

陵)が地滑 り的崩壊をしたにもかかわらず,岡の

上に在った-農家が一夜のうちに,そのままの状

態で移動したという記録である｡後述のように,

寛政4年の島原 『眉山崩壊』の場合にも同様の現

象がみられており,現象内容の比較には恰好のも

のと言えよう｡

とくに筑紫の国の中でも,いわゆる別府- 島

原地溝帯に位置する地域や,鹿児島湾地溝帯は地

殻構成上,プレートの歪みの位置にあり,構造性

地震および火山活動に起因する火山性地震,そし

て両者もしくは,そのいずれかによる断層,汰

降,隆起等の運動が顕著にみられる地域である｡

例えば,島原半島の胴体部を東西に横切る雲仙

地溝帯は,通常UnzenRiftと学会で称されている

言わば典型的なRiftVallyである｡ここでは南北

方向の分裂,拡大の進行規模が年間1.4cmという

値が三角測量の結果から得られている｡また地殻

の拡大に伴う地盤の沈下が水準測量の結果,年間

0.2-0.3cmという値が得られている｡

然るにUnzenRiftとその周辺地域は,地震多発

地帯であることに加えて,垂直および水平運動に

よる地殻のきわめて不安定な地域であると言うこ

とができよう｡さらにこのリフト内では島原,蛋

仙,小浜などの温泉湧出と有史以後においても,

火山噴火,溶岩流出のみられる火山地帯でもある｡

この地域における火山性地震を引き金とする地

滑り現象は,1792年 (寛政4年) 5月21日に発生

した雲仙岳東麓の溶岩円頂丘 ･眉山東斜面の大崩

壊の場合にこれをみることができる｡

眉山の崩壊時の火山性地震の震度は,理科年表

ではマグニチュード6.4としている｡元島原火山

観測所長片山信夫氏および九州大学理学部教授太

tll一也氏 (理博)は,眉LLJ崩壊の特徴について次
のように説明しておられる｡

眉山の崩壊は震源,震度など火山活動の科学的

データによる判断のほか,藩および民間の記録等

をも参考にして総合的に結論づけておられる｡そ

れによれば,火山性の地震を引き金とし,さらに

付加的要因として,水噴火を滑材とした地滑りを

伴った崩壊現象であるとの説である｡

さて,天武7年の地震の折,丘の上の百姓の一

軒屋が夜中に発生した地滑りにもかかわらず,家

屋が何ら破損することなく移動し,翌朝に周辺の

変貌ぶりを見て驚いたという記録の箇所に酷似の

現象が1792年の眉山崩壊の折に生起 している｡

『守山庄屋寛政日記』の中の文章が即ちこれであ

る｡次に関係の箇所を紹介する｡

｢島原上之原の者に菜種を苅置侯に付番屋をし

っらい朔日に暮頃より畑の中に番致し居候処右之

大地震に付恐れおののき番屋の内に打臥居候処

方々に泣き叫ふ声物凄く聞こえ侯に付いかなる事

に侯や鳴動震動すきましく生きたる心地もなく打

臥居たる処に四ツ半頃と覚しく世間少し静まり侯

に付番屋口にはいより世間を見るに星明かりにす

かし見れは山の様子大にかはり元の畑も菜種は有

なから方角様子大にかはり候に付こはいかにと思
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い恐ろしなから外-出て見れほ汐の音間近に聞こ

-侯間能相考-侯-は暮頃来り侯畑より遥かに海

中へ押出され漸翌二目助命致侯由是等は誠に不思

議と存侯-共又左にあらす吹飛たる山々に小松中

松等共感有之侯-は可有事かと存侯｡｣

○天武 8年 (680年)10月より同15年 (686年)12

月の7ヶ年の間に有感地震が15回,噴火を伴う火

山活動かと思われる現象が3回記録されている｡

すなわち天武8年10月11日 (地震)

天武 8年11月14日 (地震)

天武 9年6月8日,14日 (火山活動)

辛亥,灰零｡丁巳,雷電之甚也｡

天武 9年 9月23日

天武10年 3月21日

天武10年 6月24日

天武10年10月18日

天武10年11月2日

天武11年正月19日

天武11年3月7日

天武11年7月17日

天武11年8月12日

壬申,有物,形如濯頂幡,

(地震)

(地震)

(地震)

(地震)

(地震)

(地震)

(地震)

(地震)

(地震と火山活動)

而火色｡浮空流北｡

毎圃皆見｡或日,入越海｡是日,白気起於東

山｡其大四国｡戊寅,亦地震動｡

天武11年 8月17日 (地震)

天武13年10月14日 (地震と火山活動)

天武14年12月10日 (地震)

朱鳥元年 〔天武15年7月改元〕

正月19日 (地震)

なかでも天武11年 8月12日と天武13年10月14日

の地殻変動に伴う諸現象を考察するとき,天武7

年12月の地殻変動が九州を中心とするものであっ

たのに対して,天武11,13年のそれは東北 (含北

陸),伊豆諸島から近畿一帯,四国太平洋沿岸一

帯にわたる,きわめて広域に被害の及んだ性格の

ものであったことが理解できる｡

壬辰,逮干人定,大地震｡翠圃男女叫唱,不知

東西｡則山崩河涌｡諸国郡官舎,及百姓倉崖,

寺塔神社,破壊之類,不可勝数｡由是,人民及

六畜｡多死傷之｡時伊橡温泉,没而不出｡土佐

園田宛五十飴寓頃没蔦海｡古老日,若是地動,

お茶の水地理 第31号 1990年

未曾有也｡

是夕,有鳴馨如鼓,聞干東方｡有人日,伊豆嶋

西北二面,自然増益三百徐丈｡更第一嶋｡

理科年表によれば,684年11月29日にフィリピ

ン海プレートがユーラシアプレートの下部に潜入

する部分,すなわち室戸岬の南方約120-1301皿あ

たりに震源を有する海底断層と考えられるもの

で,震度はマグニチュード8,4と推定されている｡

同年表では,この時の被害や被災地域について,

『土佐を中心に南海,東海,西海の諸道で,この

地震で山崩れ,河川の氾濫,家屋,寺社の多くが

破壊され,さらに震源域を中心に,ほぼ400kmに

わたり沿岸一帯は波高10-20mの津波が襲来した

としている｡その結果,人畜の死傷がおびただし

かったのみならず,とくに土佐では多数の船が沈

没し,田畑が約12k釦まど海中に没 したo』として

いる｡

さらに本文中,後半の部分において,火山活動

かと想定できる記録の箇所に注目したい｡

天武13年10月14日の大地震発生の夕方,東方か

ら太鼓の如き音が聞こえ,伊豆嶋の西北方向2箇

所で,自然に土地が300丈ばか り増えたとしてい

る｡

ちなみに理科年表で伊豆大島の三原山の噴火記

録をたどってみると,684年 (天武13年)の噴火は

噴火活動のきわめて盛んな活動期であったと言う

ことができる｡しかし,これが現在の伊豆大島な

のか,また仮に伊豆大島であったとしても,伊豆

大島のどの場所の噴火であったのかは現在に至る

も解明されるに至っていない｡

筆者は火山フロンtの位置と活火山の活動状況

から,伊豆大島や三宅島等を含む相模 トラフに

沿った火山島における比較的巨大な噴火活動では

なかったのではないかと推測している｡

○天武14年 (685年) 3月に火山活動とそれによ

る被害の記録がある｡

是月 (三月),灰零於信濃園｡草木皆枯葉｡

理科年表によると685年 (天武14年)に群馬,長

野両県境に位置する浅間山の噴火記録がある｡噴

火に伴う降灰地域が信濃の図-円であり,日本書
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紀の本文にも草木のほとんどが枯れたとあること

から,安山岩質の爆発的山頂噴火は,噴煙中に多

量の亜硫酸ガスや硫酸の微粒子を付着させた,主

として火山灰から成る火山放出物によって,広く

山林,原野が被覆されたものと考えられる｡

3. 4世紀とそれ以前における地殻変動

わが国,諸外国を問わず,古典と称されるもの

の中には,地殻変動に基づく地震,裂締,山地の

崩壊,火山噴火と火山灰の空中被覆,溶岩流出,

津波の発生などと,それによる人間はもとより,

動植物の生存機能の破壊作用などが,超越者や特

定人物等の行為,行動そのものとして,人格化あ

るいは神格化されたり,あるいは,それら (超越

者や特定人物等)の意志や行為,行動の誓境とし

て,自然現象そのものが採用されていると考えら

れる箇所を見出すことができる｡

とりわけ,わが国最古の古典である古事記,日

本書紀の4世紀とそれ以前の記述部分には,これ

を指摘することができる｡今回は古事記,日本書

紀両古典の神話の分野における地殻変動,とくに

火山活動と考えられる箇所の具体的な記述事項を

-～二抽出し,日本における地球物理学会の第一

人者であられた寺田寅彦先生の御所見を拠 り所と

して考察する｡

○乃参上天時,山川悉動,国土皆震｡ (古事記)

○始素養鳴尊,昇天之時,漂潮以之鼓畳,山岳寛

之鳴口句｡ (日本書紀)

古事記の描写は火山の噴火に伴 う火山性地震

で,日本書紀のそれは,どちらかと言えば火山の

爆発的噴火が,素養鳴尊の性格,行動の警境とし

て織 り込まれたものかと考えられる｡

寺田寅彦先生は ｢普通の地震よりも,むしろ特

に火山性地震を思わせる｡｣と評しておられる｡

参考までに,世界的な古典でもある旧約聖書の

出エジプト記19章18-19節には,『主が火の中に

あって,その上に下られたからである｡その煙

は,かまどの煙のように立ちのぼり,全山はげし

く震えた｡ラッパの音が,いよいよ高くなったと

き,モーセは語り,主は,かみなりをもって彼に

答えられた｡』とあるが,これぞ,まさしく超越者

の意志や行為 ･行動の警境と考えてはどうであろ

うか｡

ドン･ボスコ社の聖書の証によると,ラッパと

は ｢かみなりのことらしい｣とある｡日本におけ

る雷は ｢神鳴り｣に語源があると解されている｡

雷雲による雷発生や,火山雷発生等のメカニズム

を知らなかった人々にとっては,雷は神が鳴らす

ものと信じ,いわゆる近代科学の知識に基づく科

学的考察のメスの入る以前までは,かかる超人的

な現象に対して,未知なるが故に過度の恐怖心を

さえ募っていたようである｡ちなみに,昭和52年
8月8日,北海道の代表的火山である有珠山の噴

火の模様を毎日新聞は,『まっ赤な火柱が山頂に

立った｡---火山活動の間断なく耳をつんざくよ

うな雷鳴,走る稲妻,山が怒 り狂っているよう

だ｡』と報じている｡

日本の古典を代表する古事記,日本書紀のはか

にも例えば,大日本史,三代実録,日本紀略,吾

妻鑑,続 日本紀などに,『空中に雷の如き声あ

り｡』のような表現をもって多 くの鳴響記事があ

る｡

旧約聖書は言うに及ばず,古事記,日本書紀に

おいて,とりわけ神話の部分に記述されている自

然現象は,記述されているその箇所における具体

的な現象と言うよりも,むしろ超越者の意志や,

行為 ･行動の讐境として,過去あるいは記述され

ている地点を含む自然的,歴史的,社会的に直

接,間接にかかわりのある地域に生起した自然現

象が採用されているものもあると考えて然るべき

と思う｡したがって,そこに画かれている現象は

地殻変動と何ら関係のない,全 くの荒唐無稽なも

のとは考えられない｡

筆者は考察上の-論拠として,1985年にイスラ
エルの-ブル大学教授DoranMor博士 (理博)よ

り,

Thelastvolcaniceruptioninoutareawas

approximately4,000yearsago,from the

NortheastoftheDruseMountaininSyria.

ThetimewasderivedbyC14agedetermi-

nationonthebonesofanimalswhichwere

burriedunderthelavas.

Ontheirvolcanicimpressionstothelsrae-

1hes,andthatauthersoftheBibleused
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thisknowlege,forinstance,inthedescrip-

tionoftheeventsonMountSinai,when

MosesrecivedthetenCommandments.

(原文のまま)

と御教示を給わった｡

ドン･ボスコ社刊の聖書によると,全聖書序論

｢霊感｣11ページ下段で,『人間として人間の表現

を用いている人間の著者は,比境を用いたり,自

然現象をしるすために,当時の表現を用いたりし

ているが,それは許されていることである｡そう

いう表現は,比境として解釈するか,あるいは科

学的な事実 (記述されているその場所における,

いわゆる狭義の科学的事実 ･瀧野)ではなくて,

単に自然現象の記述として解釈しなければならな

い｡たとえば ｢神のいかり上 あるいは ｢後悔｣な

どが聖書に出てくるが,それは比境的な言い方で

ある｡』と記述されてあり,自然現象の解釈上の

見解がきわめて明瞭に示されている｡

歴史的に考えても,シリアにおけるBC2.000年

前後の火山活動は,メソポタミアとエジプトにわ

たる生活圏を有していた人々にとって,きわめて

神秘的なものに映ったであろう｡さらに世界最古

の都市エリコ (BC7.000-BC5.000年)や,ニブラ

(BC5.000-BC3.000年)等の古代都市生活者に

とっては,エジプ ト (中王国)やメソポタミア

(ウル三王朝)の古代文明の洗礼とともに,地殻

変動による地表の諸表現は単なる経験としてだけ

でなく,彼等の文化の中に採 り入れられ,さらに

それらの一部は旧約聖書の中にも,例えば,いわ

ゆる神のみわざの讐境として受け継がれたのでは

なかろうか｡

次に古事記,日本書紀の神話の分野に属すると

考えられる箇所から,火山活動とそれによる災害

の記述箇所をそれぞれ一例示したい｡

○其泣状者,青山如枯山泣枯,河海老悉泣乾｡

是以悪神之音,如狭蝿皆満,薫物之妖悉費｡

(古事記)

○此神,有勇惇以安忍｡且常以器寒行｡故令園内

人民｡多以天折｡復使青山禦枯｡ (日本書紀)

寺田寅彦先生は,『万の神の声は狭蝿なす』を

お茶の水地理 第31号 1990年

火山鳴動のものすごい心持ちの形容に応わしく,

『河海老悉泣き乾しき』や,日本書紀の 『また青

山を枯に愛す』(古事記では 『青山は枯山如す泣

き枯らし』)は,噴火のために草木が枯死し,河や

港 (多くの場合,湖とみるべきかと思 う･瀧野)

が降灰のために埋められる状況描写,および噴火

を地神の働笑と見るのは何よりも適切な誓喰であ

るとしておられる｡

筆者は,とりわけ古事記の 『寓の妖ことごとに

章 りき』に注目したいO火山噴火を前提に,いわ

ゆる寓の妖について,-～二例示 してみたい｡

1783年アイスランドのラカギカルの噴火の折,大

量の溶岩流出のほか,火山灰,二酸化硫黄の大量

のガスと青味がかったもやによって,農産物,山

野の植物の枯死,人間 (10,000人)や家畜の窒息

死がある｡注目すべきことに,ラカギカル噴火の

約 1ヶ月前,1783年 5月9日より約 5ヶ月間,漢

間山の大噴火があり,いわゆる天明の大餓鯉の引

き金となった｡

火山の噴火に伴う火U｣ガスにはH2S,CO2,N2な
どを大量に含むことが多く,高濃度の場合は人畜

にきわめて危険で,他の動植物の成育にも重大な

影響を与える｡卑近な例 としては,昭和54年

(1979年)阿蘇の噴火に伴う災害について,松本

権夫博士は同氏の著書 『阿蘇火山』の中で,｢降灰

の中に含まれている硫酸,弗素などのために阿蘇

郡の農家を中心に,野菜,飼料作物,工芸作物は

壊滅的被害を受けた｡また,この灰の付着した雑

草を摂取した繁殖用雌牛馬は,その多くが胎児を

流産し,植林した杉が黒色化して枯死するという

被害もみられた｡阿蘇は古くから火山灰を噴出す

る活動をくり返している｡そのため,住民は古く

から阿蘇山の怒 りのないことを切望し,古くから

神仏の力に頼るための神事,祭事がおこなわれて

きた｡｣とある｡参考までに付記するが,金子史朗

博士 (理博)は 『聖書の奇蹟を科学する』の中

で,旧約聖書 ｢出エジプト記7-8章のモーセの

10の奇蹟｣をサントリーこの噴火に関連づけ,棉

文の文字と,ナイル河口付近での火山灰の発見等

に論拠を置いて考察が為されていることに注目し

た い｡
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4.結びにかえて

古事記,日本書紀のみならず,広 く古典に描か

れた天変地異とも受け取れる自然現象の多くは,

古代において,変動帯ことに火山活動の盛んな,

あるいは,かつて盛んであった地域において生起

していた｡そして古典に描かれている自然現象の

なかには,それが生起していた地域に居住してい

た人間が超越者としての神とのかかわりの中で,

それぞれの民族のもつ文化に応わしい内容 ･表現

で,それら (自然現象)が記述されていると考え

られる箇所もあるOそれらの古典が,文学,磨

史,地理,神話,宗教などの分野において,現代

のわれわれに継承され,先人の残した足跡に接す

ることができるのは素晴らしいことであり,そこ

には現代に生きる我々にとって,まさに驚敬の眼

を見張らせるものが多々ある｡

筆者は日本における代表的古典である古事記と

日本書紀を中心に,その中に描かれた地殻変動を

とりあげた｡その主旨は,古事記と日本書紀を中

心に世界的視野から現象に対する比較考察の対象

として,世界的古典としての旧約聖書に措かれた

相似の自然現象をひきあいに出すことにより,フ

レートテクトニクスや火山学の知識を拝借しなが

ら,あくまでも地殻変動および,その一現象とし

ての火山活動を前提として,可能な限り古典の中

の自然に対するアプローチを試みんとするもので

あった｡

筆者は古典の中に記述されている自然現象,と

りわけ,それらによる災害の記録に該当する部分

においては,後世に生きる我々が自然破壊,なか

んずく,多くの災害をもたらす自然現象に如何に

対応すべきかを考えていく縁としての内容が網羅

されているものと考えたい｡

旧約聖書 (創世紀 第19章17節- 25節)

- ロトとその家族の救出関連の記述箇所より-

逃れて自分の命を救いなさい｡

うしろを振 り返ってはならない｡

低地にはどこにも立ち止まってはならない｡

高い所-逃げなさい｡

さもないとあなたがたは滅びます｡

日はすでに地上にのぼっていた｡

とつぜん,天からの硫黄と火とがソドムとゴモ

ラの町々の上に降下した｡

同時にこれらの町のある谷間は,地震のために,

住民,植物ともどもくつがえった｡

筆者は79年のヴェスビオス噴火によるポンペ

イ,1902年のモンベレーの噴火によるセントピ

エール,我国では1783年 (天明3年)の浅間火砕

流による鎌原,1792年 (寛政 4年)の眉山の崩

壊,ごく最近のものでは1985年,南米ネバダデル

ルイスの噴火に伴うアルメロの悲劇などを鑑みる

とき,それら災害に遭遇した幾多の被災者の中に

は,善人やごく平凡な生活に満足していた多くの

人々の他に,敬度なる信仰者も少なからずいたで

あろうかと思う｡

地殻変動の一現象としての火山活動に起因す

る,しないとに係わらず,歴史上の,とりわけ古

文献としての古典に表れた自然災害を惟るとき,

自然そのものの持つ秘めたるエネルギーと破壊力

について一考せざるを得ない｡

神が人間に造り与えたという自然は,時代の新

旧を問わず,その均衡が崩れたとき,人間はもと

より生きとし生けるものの全てに対して非情であ

り, 寛容などと言うに値するものは微塵もないの

である｡現代に生きる我々にとっては,科学の力

を媒介として調和ある自然-の働きかけをおこな

うことと,災害からの回避を完全になすべく最善

の努力を払うことこそ,自他ともに課せられた責

務であることを肝に銘ずべきであろう｡

金子史朗博士は旧約聖書に記述された津波と,

それによる災害の箇所として,-レミヤ書第47章

2節を指摘しておられる｡

主はこう言われる｡

見よ,水は北から起 り,あふれ流れて,この地

と,そこにある全ての物,その町と,その中に

住む老とにあふれかかる｡その時,

人々は叫び,この地に住む者は,皆嘆く｡

筆者は,同じ旧約聖書の記述中,とくに火山島

の噴火とそれに起因する災害を想定できる箇所と

して,-ゼキ-ル書第39章6節｡そして火山性地
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震∴容岩流出等による災害を想定できる箇所とし

て,ナホム書第 1章5節等のあることを参考まで

につけ加えておきたい｡

人間として他を,そして過去の犠牲者を思いや

る心と同時に,現代に生きる我々としては,人類

の樗来,未来の確かな人間生活の舞台としての大

地の素顔を知る必要がある｡過去を振り返 り,過

去の記録を可能な限り,科学的,分析的に考察す

ることによって,それら現象-の対応,あるいは

現象発生の予知に対する一助とすることは,広い

意味で,全人額の生命の尊厳と防災上の観点から

も,きわめて意義のあることと考える｡
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